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谷津干潟におけるチュウシャクシギ

Ｍ”ze"雌，加g”"ｓの１時について

桑原和之'・久保田克彦2・石川勉3．田悟和巳２

はじめに

チュウシャクシギ（Ｍ‘"”zfspAzze”２４s）は，渡りの時期に海岸や水田･湿地などで比

較的普通にみられる．千葉県新浜では，1950年代に，春期に多数のチュウシャクシギが観

察されていた（新浜グループ1957.1958.1968)．

千葉県習志野市に位置する谷津干潟においても，チュウシャクシギの個体数は春期に多

い．その群れは，夕方から早期にだけみられ，採食せずに集団で休息している（石川桑

原1984)．このチュウシャクシギの集団婚は，1978年から確認されているが,詳細な報告

はまだされていない．本稿では，鴫でのチュウシャクシギの個体数の変化，飛来時間・飛

来方向などについて報告する．

調査地および調査方法

調査地は，千葉県習志野市の谷津干潟であり(図１)，その概要については，（石川･桑原

1983）を参照されたい．著者らは，谷津干潟でシギ，チドリ類の個体数の調査を継続して

いる．1984年春期のチュウシャクシギの個体数に関しては，４～５月の記録を使用した．

それぞれの調査日における最大数をその日の個体数とした．一方，夕方調査地に飛来する

チュウシャクシギの調査は，1984年５月11日から25日の間に11日行なった．観察時間は１７

時から19時の間であり，１０分毎に干潟内のチュウシャクシギを休息個体と採食個体に分け

て数えた．同時に，干潟に飛来するチュウシャクシギの個体数，飛来方向とその時間を記

録した．ただし，飛来方向の観察は，１１日，１２日には行なわなかった．

調査期間中は曇天の日が多く，１６日・20日・24日には小雨が降り，晴天は18日のみであ

った．また，５月11日の日の入りは18時36分，２５日は18時47分であり，その差はわずか１１

分であった．そのため，調査期間中の天候と日の入りの時間はほぼ同じであるとみなし，

調査期間中に得られた記録を総計して飛来時間と飛来方向を求めた．

結果および考察

１．婚における個体数の変化

チュウシャクシギの個体数は，４月23日の初認以降,急激に増加し，５月14日には529羽
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図1．調査地，谷津干潟およびその周辺Fig.1．Mapofthestudyarea．
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1984年春期におけるチユウシャクシギの個体数の変化
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に達した(図２)．５月14日

％

０ Ｎ＝７８２

０

０

から19日にかけて個体数は

減少したが，２０日には再び

増加した．５月21日以後は
３

１日約100羽づつ減少し,２６

日には１羽もみられなくな

った．なおここで用いた個＞

体数は，すべて夕方にみらＵ

れたものであり，日中の調仁 ２

査地内での個体数は少なく，ｑ′

多くても20羽程度であった．．

２．飛来状況ロ
④

調査期間中，チュウシャ
ー

クシギは，毎日１７時頃から１
Ｌ

谷津干潟に単独か数羽の群

れで飛来した．干潟へは，

１羽で飛来する割合が高く

これが29％を占め,､次いで

２羽が15％，３羽が11％で
１５１０１５２０２１<

α ザ J 知 〃 ザ Ｌ ｕ ／ Ｕ ， ｑ Ｊ ザ醜J〃ザユユ／ＵＬ

あった(図３)．１０羽以上の
ＦＩｏｃｋＳｉｚｅ

群れで飛来した例は全体の

15％であり，群れの最大数図3．谷津干潟に飛来する時のチュウシャクシギの群れの個体数
は36羽であった．群れの個Fig.3.FlocksizeofWhimbreljV""”zｨｓｌ伽zeOPz4S,flyingto
体数の平均は5.0羽であっYatsutidalflat､intheevenig・

た．このチュウシャクシギ

の群れは，干潟上空を数回旋回して降りたり，旋回せずに急降下して降りたりして干潟に

集合した．“ピピピピピピピ"と鳴きながら飛来することも多かった．干潮時には，多くの

個体が谷津干潟中央に降りた．満潮時には，水没していない東側の砂質干潟に一旦降り，

潮が引き始めると序々に中央部に移動した．５月14日と１５日は，大潮のため干潟面は水没

していた．この時には，一時的に谷津遊園地跡の埋立地に降りた．干潟が干出し始めると

すぐに埋立地から干潟に移動した．大潮満潮時にはダイゼン，ハマシギ，オオソリハシシ

ギなどは，谷津干潟から約４km離れた船橋市潮見町の海岸に移動することがあるが，チュ

ウシャクシギの移動はみられていない（石川・桑原1983)．

干潟におりた個体のほとんどは，整羽したり，静止したり，崎を羽の中に入れて休息し

ていた．５月25日を除き，１９時には休息個体の割合は，９８％以上を占めた（図４)．一方，

採食する個体は少なく最大でも28羽であった．

３．飛来時間

チュウシャクシギの飛来は，１７時以降に始まり，１８時以降に顕著であった（図４)．

表１は,１０分間隔にみられた個体数の増加を示している．１８時20分から30分の10分間に，

100羽以上個体数の増加が５日間記録され，特に16日には165羽の増加がみられた．個体数
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17時から19時にみられたチュウシャクシギの個体数の変化天候が良くなかった５月17日と１８日の１９時の記録は省いた．
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表１チュウシヤクシギの時間にともなう増加数の変化。

数字は，１０分間にみられた増加個体数を示している。
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の減少もみられたが，最も減少したのは７羽であり，少なかった．

チュウシャクシギの飛来数の割合は，１７時から１８時30分まで増加した．１８時20分から３０

分の間の飛来数の割合が最も高く全体の22％を占めた．その後,割合は序々 に低下した．

４５婚からの飛去状況

婚からの飛去については，本調査の１年前の1983年５月の観察例をもとに記述する．

1983年５月９日３時45分には,約400羽のチュウシャクシギが,谷津干潟中央に集合して

いた．４時頃にはほとんどの個体は起きており，よく鳴き職を背に入れて休息している個

体は少なかった．落ちつきがなく歩きまわる個体もみられたが，採食している個体はほと

んどみられなかった．その後，４時12分に12羽，２８分に約100羽,３３分に約150羽,37分に約

90羽，４０分に約50羽，４５分に約30羽，５時２分に最後の７羽が谷津干潟から飛び去った．

６時以降は干潟では１２羽しかみられなかった．

1983年５月５日の早朝においても９日と同様にチュウシャクシギの多くの個体は，干潟

で採食せずに４時過ぎから５時頃までの約１時間の間に飛び去った．早朝の飛去は，夕方

とは異なり短時間に大きな群れで飛び去るので正確な個体数調査は不可能であった．

５．飛来方向

多くの個体は，毎夕北東の方向から飛来した．2487例の観察のうち58％が北東からの飛

来であった(図５)．北東以外の方向からの飛来は極めて少なく，北から12％，東から11％
しかみられていない．また，チュウシャクシギが早朝飛び去る方向も北東方向が多かった．

谷津干潟の北東から北に位置する船橋市，千葉市には広い水田や畑地は少なく，チュウ
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シャクシギの群れは確認されていない(東Ｎ

邦大学野鳥の会1977ｂ).谷津干潟の約

151,1から201皿北東には印膳沼が位置して

おり，その周囲には水田や畑地，草地が

広がる．しかし，印膳沼付近では，百羽

を越すチュウシャクシギの群れは記録さＷｅｓｔ
れていない（東邦大学野鳥の会1976,

1977ａ)．Prater(1981)によると，チュ

ウシャクシギは日中広い範囲で採食し，

、ム０６肥

Ｅａｓｔ

舵

ウシャクシ ギ は 日 中 広 い 範 囲 で 採 食し，South

その採食場から夜間の休息地（evening図5.チュウシャクシギの飛来方向
roost)にもどるという．谷津干潟を時とFig.5.DirectionsfromwhichWhimbrel
するチュウシャクシギは，日中，広範囲Ｍｲ"”妬p"gQPz4S,flyingtoYatsutidalflat・

にわたって分散していると思われる．谷

津干潟を婚とするチュウシャクシギの採食場については今後さらに詳しい調査が必要であ

る．
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要 約

1．千葉県谷津干潟において1984年の春期にチュウシャクシギの集団時の観察を行なっ

た．婚での個体数は，５月中旬に最も多く500羽を越えていた．

2．チュウシャクシギの個体数は，日中少なかった．しかし，毎日，チュウシャクシギ

は17時以降北東方向から飛来し，１８時以降個体数は著しく増加した．

3．夕方飛来した個体の多くは,採食せずに集合して休息した．早朝には，この群れは，

干潟では採食せずに飛去した．
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RoostingFlockoftheWhimbre１，

Ｍ”ze"ｊｚｆｓｌ"eQP"s,ontheYatsu

TidalFlat,ChibaPrefecture

KazuyukiKuwabara1，KatsuhikoKubota2

Tsutomulshikawa3andKazumiTago2

副γな３

１．TheroostingflockofWhimbrels,』Ｗ”g”ｚ４ｓＰ”g”zUS,wasobservedattheYatsu

tidalflatinChibaprefecture,centralJapan,inspringl984・Thenumberofindivid‐

ualsintheflockincreasedrapidlyfromlateAprilandreachedapeakofover500

individualsonMayl4th,Afterthat,thenumberofindividualsbegantodecrease・
ThefinalsightrecordofWhimbrelsｗａｓＭａｙ２５ｔｈ、

２．Ｉｎｔｈｅｄａｙｔｉｍｅ,thenumberofWhimbrelsonthetidalflatwasabouttwenty・They
begantogatherthereatl7:O0andafter､Thearrivalsweremostfrequentbetｗｅｅｎ

ｌ８:ＯＯａｎｄｌ９:00.Ａｔｌ９:００therewereonlyafewfeedingindividuals:overninety‐
eightpercentoftheindividualsrestedintheroost・Whimbrelslefttheroost

betweenO4:ＯＯａｎｄＯ５:００withoutforgingonthetidalflat．
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２．TohoUniv､Biology､２－２－１Miyama,Funabashi-shi,Ｃｈｉｂａ２７４

３．２－４９－４Hama-cho,Nihonbashi,Chuo-ku,TokyolO3．


